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『
天
下
の
名
石 

庵
治
石
』

 

庵
治
石
の
歴
史
は
古
く
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
使
わ
れ
始
め
そ
の
歴
史
は

お
よ
そ
１
０
０
０
年
。
庵
治
石
の
別
名
は
「
花
崗
岩
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 
 

庵
治
石
の
硬
度
は
水
晶
と
同
じ
７
度
。
吸
水
率
は
わ
ず
か
約0.2

％
。

最
大
の
特
徴
は
世
界
に
類
の
な
い
「
斑
」
が
あ
り
ま
す
。

「
斑
が
浮
く
」
と
い
う
現
象
で
、
表
面
は
黒
雲
母
が
入
り
混
じ
っ
た
ま
だ
ら

模
様
で
す
。
ま
だ
粗
い
原
石
は
、
磨
く
ほ
ど
に
濃
艶
が
浮
き
出
て
平
坦
な

は
ず
の
石
の
表
面
が
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
二
重
の
か
す
り
模
様
を
見
せ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
模
様
は
、
高
い
山
々
に
か
す
み
た
な
び
く
雲
、
ま
た

屋
島
か
ら
舞
い
落
ち
る
桜
の
花
び
ら
に
も
例
え
ら
れ
縁
起
物
と
し
て
も
珍

重
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

 

『
丁
場
』

 

庵
治
石
の
丁
場
は
５
０
箇
所
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
大
き
く
分
け
て

３
つ
の
丁
場
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
野
山
丁
場
、
庵
治
山
丁
場
、
大
丁
場
で

す
。
最
良
質
の
庵
治
石
が
今
な
お
大
量
に
眠
る
宝
庫
そ
れ
が
大
丁
場
で
す
。

 

庵
治
石
の
中
の
庵
治
石
、
そ
れ
は
大
丁
場
か
ら
生
ま
れ
る
石
で
す
。

                                                  [

折
本]

〈○一線香立て(ねかし)空気穴付〉

　フタを開けると中には規格のねかしタイ
プの金具が入ります。
  線香をたいている状態でフタを閉めても
４方の穴と底からの空気穴により火が消
えません。雨の中や、場所を離れる時に便
利です。                                            [春山]

 

お
客
様
の
声

お
客
様
の
声 
　

 
「
ベ
ル
ト
・
ト
ン
バ
ッ
ク
の
質
が
良
い
の
で

　

重
宝
し
て
い
ま
す
。
」　
　

（
F
様
）

社
長
白
木
の

編　

集　

後　

記

新 製 品

　

お
盆
も
過
ぎ
、朝
晩
め
っ
き
り
涼
し
く
な

り
ま
し
た
。季
節
の
中
で
食
べ
物
が
一
番
美

味
し
い
季
節
、し
あ
わ
せ
〜
！    

（
藤
原
）

◆
石
の
市　

平
成
21
年
９
月
14
日
(月)

　
　

お
買
い
得
品
が
満
載
！

　
　
　

新
商
品
多
数
入
荷

　
　
　
　

・
各
種
張
石

　
　
　
　

・
い
よ
せ
き
オ
リ
ジ
ナ
ル
加
工
品

　
　
　
　

・
他

　
　
 

お
値
打
ち
な
お
買
い
得
品
を
多
数

 
 
 
 

ご
用
意
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　

ご
期
待
く
だ
さ
い　
　

[

藤
原]

■庭石について

   庭石とは、庭園における天然石の日本独特の利用法である。天然の岩石を庭の材料と

して用いるものとして選び出し加工せず庭の要所に配置するもので複数組み合わせて設

置する場合は石組と言う。日本庭園では必ず使用される庭園技法の肝だが、欧米では、

天然石を加工せずにそのままの姿で利用することは極めて稀である。

　この庭石の材質、配置で庭園の表情が決まるというほどで、日本では様 な々技法が生

まれた。しかし、最近の庭と言えば、洋風スタイルが圧倒的に多い。当然庭石の需要も

激減している。時代の流れといえばそれまでであるが、今まで培ってきた日本庭園の技

法を何とか残していきたいと切望するばかりである。                                                [岩間]

「外柵」
　現在、外柵に使われる石でＧ－
６２３が多いですが、長物が取れ
づらく材料が入りにくくなってい
ます。そこで、Ｇ－６２３に変わ
る石として何種類かありますが、
その中で「Ｇ－９１５」という石
があります。中国福建省の石で、
目は少し粗く、色はむらさき系の
石です。何件かの石材店様は外柵
をＧ－６２３からＧ－９１５に変
えています。           [折本]

 むれ源平石あかりロードが今年も８月１日から
行われております。高松市牟礼町の沿道を照らし
た石あかりが、とっても癒されます。土曜日には、
多彩なイベントも開催しておりますので、散策さ
れてみてはいかがでしょうか？
 今年は弊社も自社工場で加工したものを、石あ
かりコンテストと沿道の展示に出展させていただ
きましたので、探してみて下さい！      [佐藤]

☆「むれ源平 石あかりロード」
  ８月１日(土)～９月23日 (水 ) 
  点灯時間：夕暮れ時から午後10時まで
           (期間中毎日) 
 開催場所：｢ことでん八栗駅｣ から「源平史跡、            
　駒立岩・折り岩」まで、約１㎞の旧庵治街道沿い
  弊社展示品：
   103番「ほの光」        157番「癒し」

 

先
日
、
３
０
年
ぶ
り
に
青
石
の
選
別
と

石
立
て
を
行
い
ま
し
た
。
入
社
し
た
て
の

頃
は
約
２
年
間
、
毎
日
現
場
で
青
石
に
ワ

イ
ヤ
ー
を
掛
け
、
穴
を
掘
っ
て
石
を
立
て

て
い
ま
し
た
。
約
２
０
０
０
ｔ
の
石
の
山

を
約
一
ヶ
月
で
す
べ
て
移
動
し
た
事
も
あ

り
ま
す
。

 

昔
取
っ
た
何
と
か
で
、
３
０
年
経
っ
て

も
身
体
は
覚
え
て
い
る
も
の
で
す
。
記
念

碑
に
な
る
も
の
、
踏
石
に
な
る
も
の
、
庭

石
に
な
る
も
の
と
、
石
に
よ
っ
て
何
に
向

い
て
い
る
か
、
ど
の
よ
う
に
立
て
れ
ば
石

が
生
き
る
の
か
、
一
つ
一
つ
違
い
ま
す
。

そ
し
て
立
て
方
に
よ
っ
て
石
が
生
き
生
き

と
す
る
の
で
す
。
一
つ
一
つ
の
石
の
念
い

を
感
じ
ま
す
。

        

　
　
　

２
０
０
９
年
８
月
１
日

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

白
木
秀
典


